














 

1974 年末から 1975 年初頭にかけての T 産院をフォーカスとする新生児の院内

集団サルモネラ症事例は産婦の恐怖を招き,新生児院内感染防止対策の必要性

をあらためて認織させるものであった。そこで新生児への病原細菌の伝播経路

をまず究明すべく,病院産科における新生児,産婦ならびに新生児室内環境につ

いて病原菌検索を行なった。この検索は現在なお継続中であるが,緑膿菌に関し

ては一部の病院で施設,消毒法の改善を試み,新生児への伝播防止に好成績を得

ている。 


